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環境構築

今後開催予定の

「アメダス気象データ分析チャレンジ！ Python版（2025年7月23日）」

「気象庁GPVデータ分析チャレンジ！ 入門（2025年9月26日予定）」

「気象庁GPVデータ分析チャレンジ！基礎編（2025年11月26日予定）」

「農研機構メッシュ農業気象データ分析チャレンジ！ （2026年1月23日予定）」

にご参加予定の方へ，以下の点にご留意ください．

教材一式をセットアップするユーザアカウントをPCに用意してください。普段お使いのユーザアカ
ウントでも、研修用に新規作成のユーザアカウントでも構いません。ただし、アカウント名は半角
のアルファベットと数字だけで構成され、かつ、空白文字が用いられていないことが求められま
すので、漢字氏名等のユーザアカウントをご利用の場合は新規作成してください。
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環境構築

• このガイドは、WXBCテクノロジー研修で利用するPython利用環境を
PCにセットアップする手順を説明するものです。

•基本的に、初めてPythonを使用する人を対象としています。きちんと
保守されたPython環境をすでにお持ちの方は、１からインストールし
直す必要はありません。必要に応じて、5ページに示すライブラリを
手動で追加し、動作確認をしていただくだけでも差し支えありません。

• 「以前に人に勧められてPython をインストールしたけど結局使ってな
い」という人は、まずは古い Python 製品をアンインストールしてくだ
さい。その後、改めてこの資料に基づいて最新のPython環境を構築
してください。
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環境構築

• ここでは、プログラミング言語Pythonの本体と関連する各種のソフト
ウェアの管理機能を提供するMiniforge3またはAnaconda3のどちら
かをインストールします。

• Anaconda3により、Python環境に加えて科学計算・データサイセンス
用のパッケージ群が自動的にインストールできます。ただし、最近に
なり有償化（個人や200名未満の企業の場合、無料版を利用可能）
されました。不要なパッケージもインストールされて重たいです。

• Miniforge3により、最小限のPython環境に加えて、conda-forgeリポ
ジトリを利用して無償でパッケージをインストールできます。必要な
パッケージだけを選んで手動でインストールするため、若干の手間
はかかりますが軽量です。
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環境構築

• ご自身のPCに、Anaconda3（6～19ページ）、または、Miniforge3 （20
～37ページ）のどちらかを選んでインストールします。これらの環境
構築ガイドは、いずれもWindows11 64bit版を対象としています。

• アメダス気象データ分析チャレンジ！Python版で使用するライブラリ
は、numpy、matplotlib、seaborn、pandas、scikit-learn、jupyterlabで
す。Anaconda3の場合は自動的にすべてがインストールされます。
Miniforgeの場合は、インストール後にこれらのライブラリも手動でイ
ンストールする必要があります（32～37ページ）。

•環境構築後、このファイルと一緒に圧縮されていたサンプルプログラ
ムで動作確認をしてください（38～54ページ以降）。

•環境構築に必要な時間は，ご利用の環境にも依りますがおよそ30
分程度です．
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Anaconda3のインストール

6



https://www.anaconda.com/ にアクセス

「Free Download」
をクリック
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https://www.anaconda.com/


Skip registrationをクリック
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ここをクリック
してダウンロード開始

MacやLinuxでも利用できます
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ダウンロードできたらこちらを
クリックしてインストールを開
始します．

見つからない場合，
C:¥Users¥（ユーザ名）
¥Downloadsの中に
Anaconda3-(バージョン)-
Windows-x86_64.exe
があります．

ご利用の環境に応じて最新のAnacondaをインストールしてください
（以降、64bit Windowsマシンの場合を説明します）

環境によってダウンロードには時間がかかります。気長に待ちましょう。
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ここをクリック

11

インストールが始まります。



ライセンスを承諾します
ここをクリック
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Anaconda3を利用するのは自分だけ
ここをクリック
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ここをクリック

ユーザのフォルダーの中に
インストールされます
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ここをクリック

チェックあり

インストールが始まります。しばらく待ちます。

その他，チェックなし

チェックあり
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インストール中です。しばらく待ちます。
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ここをクリック

Completedとなったら・・・
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ここをクリック
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ここをクリック

インストールは完了です。次に38ページ以降の動作確認を行います。
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Miniforge3のインストール
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21

https://conda-forge.org/download/にアクセス

下に
スクロール

https://conda-forge.org/download/
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ここをクリック
してダウンロード開始
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ダウンロードできたらこちらをクリッ
クしてインストールを開始します．

見つからない場合，
C:¥Users¥（ユーザ名）¥Downloads
の中に
Miniforge3-Windows-x86_64.exe
があります

環境によってダウンロードには時間が
かかります。気長に待ちましょう。
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ここをクリック

インストールが始まります。
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ライセンスを承諾します
ここをクリック



26

Miniforge3を利用するのは自分だけ
ここをクリック
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ここをクリック

ユーザのフォルダーの中に
インストールされます
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ここをクリックすると
インストールがはじまります

その他，チェックなし

チェックあり
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インストール中です。しばらく待ちます。
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ここをクリック

Completedとなったら・・・
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ここをクリック

Miniforge3のインストールは完了です。次に必要なライブラリをインストールします。
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ライブラリのインストールのために、Miniforge Promptを起動します。

Miniforge Promptをクリック
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Miniforge Promptが起動します。
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conda install –y –c conda-forge numpy matplotlib seaborn pandas scikit-learn jupyterlab⏎

を入力して、ライブラリをインストールします。

• Numpy: 多次元配列を効率よく扱えるようになります。
• Matplotlib: 分布図やグラフを描けるようになります。
• Seaborn: matplotlibの内部で動き、洗練された図を手軽に描画できます。
• Pandas: 表形式のデータを取り扱えるようになります。
• Scikit-learn: 分類、回帰、クラスタリングなどの機械学習ライブラリです。
• Jupyterlab:ブラウザ上で動作するプログラムの対話型実行環境です。
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ライブラリのインストールが始まります。

指定したライブラリ以外にも依存関係にあるライブラリがインストールされます。
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done と表示されたらインストールの終了です。

conda list ⏎ により、インストールされているライブラリを確認できます。
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必要なライブラリがインストールされたことを確認できました。

次に46ページ以降の動作確認を行います。



Anaconda3の動作確認
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このPDFファイルをダウンロードした際に、一緒に圧縮されて
いた python_test.ipynb というファイル（動作確認用のサン
プルプログラム）を，

¥C:Users¥(各々のユーザ名)¥

の下に適当なフォルダを作ってそこに置いてください。次に、
Jupyter notebookを起動します。
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Anaconda3の場合



ここをクリック Jupyter Notebookを起動します。
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Anaconda3の場合



サンプルプログラムを探して，クリック

デフォルトのブラウザの上で、
Jupyter Notebookが起動しました。
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ここをダブルクリック

python_test.ipynbを開きます．
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下の方にスクロールして

サンプルプログラムが起動します
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① マウスでpythonプログラムのセルの中をクリックして

② 実行「 」ボタンをクリックする
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エラーメッセージがなく、
5つの図と1つの表が
出てきたら成功です！

表示までに数十秒程度の
時間がかかる場合があり
ます。気長に待ちましょう。

45
以上で動作確認は終了です



Miniforge3の動作確認
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このPDFファイルをダウンロードした際に、一緒に圧縮されて
いた python_test.ipynb というファイル（動作確認用のサン
プルプログラム）を，

¥C:Users¥(各々のユーザ名)¥

の下に適当なフォルダを作ってそこに置いてください。次に、
Miniforge Promptを起動して、Jupter labを起動します。
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Miniforge3の場合
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Miniforge Promptをクリックここをクリック

Miniforge3の場合
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jupyter lab ⏎

と実行して、Jupyter Lab環境を起動します。
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Jupyter Labを利用中は、この黒い画面（Miniforge Prompt）を☓ボタンで
強制終了してはいけません。
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デフォルトのブラウザの上で、
Jupyter Labが起動しました。

¥C:Users¥(ユーザ名)¥
の下のサンプルプログラムを
探してください。



52

ここを
ダブルクリック

python_test.ipynb
を開きます
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①
マウスでpythonプログラム
のセルの中をクリックして

② 実行「 」ボタンをクリックする
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エラーメッセージがなく、5つの図と1つの表が出てきたら成功です！

表示までに数十秒程度
の時間がかかる場合が
あります。気長に待ちま
しょう。

以上で動作確認は終了です



お疲れ様でした！

• これでPythonの環境構築は終わりです。お疲れさまでした。アメダス
気象データ分析チャレンジ！（Python版）の当日にお目にかかれま
すことを楽しみにしています。
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事前学習にご協力ください

•当日の理解の助けのために，事前に「アメダス気象データ分析チャ
レンジ！（Excel版）」の動画（本編）をご覧いただくことをおすすめしま
す．

• https://www.wxbc.jp/weather-challange/index.html

• https://www.youtube.com/watch?reload=9&v=GTgMrfg5i-
E&feature=youtu.be

70分

3時間40分
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